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要約・感想 

この研究は絵本の絵に着目し、その絵のタッチや表現が幼児の物語の理解や想像力にど

のような影響を及ぼすかを調べたものだ。絵本の絵は子供の思考の未熟な部分を支えてい

るといわれており、これまでの研究では主に「絵＋文章」、「絵のみ」、「文章のみ」の 3 パタ

ーンからどの条件が一番記憶に残っているかという趣旨のものが行われてきた。今回の論

文では絵本の絵が幼児の物語理解・想像力に及ぼす影響に関して様々な実験が行われてい

る。実験の概要としては年長の男児 15 人、女児 7 人が同じストーリーの絵本で絵が違うも

のを見たときにそれに対する好きか嫌いかやイメージ、さらにはその物語の続きを想像し

てもらうというものだ。かわいい絵、暗い絵など絵の表現により幼児たちの思考がどのよう

に変わるのかを実験している。 

結果としては幼児から最も好まれた“登場人物がかわいく、漫画的、色調が明るい、メル

ヘンなイメージ”のような絵のものはどの実験においても幼児の想像力の妨げになっていた

ことがわかった。絵や好みによる差は物語の理解に関する点では影響しないということだ。

つまり、幼児が好む絵本を与えることは必ずしもいいことだけではないということである。

よって幼児に読み聞かせを行うときには、幼児の状態や感性の中で何を育てたいのかを考

えて絵本の選択をしなければならないこということだ。 


